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アロマンティック・アセクシュアルのメディア表現における 
社会的認知の探求 

東屋 穂⾹ 
 

序論 

 

 近年、社会では LGBT（レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダ

ー）に対する関⼼が⾼まっている。⽇本では、2023 年 6 ⽉に「LGBT 理解増進法」が

施 ⼯ さ れ た 。 こ の 法 に は 賛 否 こ そ あ る が 、 国 会 と い う 中 ⼼ 的 な 役 割 を 持 つ 機 関 で

「LGBT」に関する議論がされたことは、セクシャルマイノリティにとって⼤きな意

味を持つ。⼀⽅、「LGBTQ+」（「LGBTQIA+」と表記されることもある）における

Q（クエスチョニング、クィア）や＋に内包される I（インターセックス）、A（アセク

シュアル）の社会での認知度は未だ低く、不可視化されているのが現状である。本稿

では、「他者に性的に惹かれない」とされるアセクシュアルと、アセクシュアル研究で

⾔及される重要な概念である「他者に恋愛的に惹かれない」アロマンティックに焦点

を当てる。 

 アセクシュアルは、1948 年に性科学者であるアルフレッド・キンゼイが発表した

Sexual Behavior in the Human Male 以降、研究で扱われるようになった（此下 2）。

しかしアセクシュアル研究が広がりを⾒せたのは 2000 年以降からであり（Bogaert 

279）、研究の⼤半はイギリスやアメリカなどの欧⽶諸国に集中している（三宅 207）。

⽇本でのアセクシュアル研究は近年発展してきている（松浦、三宅、吉岡など）が、

アロマンティックを学術研究として取り扱うことの少なさが指摘されている（三宅 1）。

アロマンティック・アセクシュアルを扱うウェブニュースなどが増えているものの、

その数は⼗分ではない（林、⼩野⾥など）。アセクシュアル・アロマンティックを主題

としたドラマや映画も作られるようになったが、これらのメディア表現は⼗分に取り

上げられていない。アロマンティック・アセクシュアルのメディア表現と当事者への

影響を分析することで、社会におけるアロマンティック・アセクシュアルへの先⼊観

や固定概念を減少させ、包摂的な社会への促進に繋がると考える。本論⽂では、1 章

でアロマンティック・アセクシュアルの定義の説明をし、アイデンティティの形成に

ついて明らかにする。続く 2 章では、アロマンティック・アセクシュアルの⽣きづら

さの背景にある「強制的性愛」について先⾏研究を⽤いて、性別がセクシャリティに

どのように作⽤するか考察する。最後に 3 章で、アロマンティック・アセクシュアル

に向けられる偏⾒や差別を踏まえ、⽇本で公開された映画、ドラマ作品である『そば
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かす』（2022）、『恋せぬふたり』（2022）、『今夜すきやきだよ』（2023）の三作品を⽤

いる。三作品を⽐較し、それぞれに共通するテーマや、アロマンティック・アセクシ

ュアル表象が、社会的認知に与える影響を明らかにする。
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第１章 アロマンティック・アセクシュアルの概要とアイデンティティ 

 

１―１ アロマンティック・アセクシュアルの定義とその多様性 

アロマンティック・アセクシュアルとは、それぞれ恋愛的指向・性的指向を指す。

アロマンティック（Aromantic）の定義は「他者に恋愛的魅⼒を感じない、またはほ

とんど感じない」とされている。⼀⽅アセクシュアル（Asexual）は⼀般的に「性的

惹かれをしない⼈」と定義されている。これらは最も有名なアセクシュアル・コミュ

ニティのウェブサイトである Asexual V is ib i l i ty  and  Education Network（AVEN）1

にて定義されている。アセクシュアル研究において、その定義は多様であり、「性的惹

かれをまったく経験しない⼈」と定義された(Bogaert 284)が、アセクシュアルはし

ばしば「まったく〜ない」と消極的に定義されることについて指摘されている（松浦 

117）。そのためアセクシュアルと⾮アセクシュアルの間で正確な境界線を引くことは、

その間に存在する多様なアイデンティティを持つ⼈々を不可視化してしまう。アセク

シュアルと⾮アセクシュアルの間に存在する多様なアイデンティティを理解するため

の概念としてスペクトラム（spectrum）が存在する（Mardell）。 

アセクシュアル・コミュニティにおいて、性的指向と恋愛的指向は分けて考えられ

る 。 こ の考え ⽅ を 「 スプリ ッ ト ・ ア ト ラ ク シ ョ ン ・モデル （the sp l i t  attract ion 

model）」と呼ぶ（三宅 212）。他者に恋愛的魅⼒を感じないアセクシュアルを「アロ

マンティック・アセクシュアル」、他者に恋愛的魅⼒を感じるアセクシュアルを「ロマ

ンティック・アセクシャル」と呼ぶ。「ロマンティック・アセクシャル」は惹かれる性

別の対象によってヘテロロマンティック、ホモロマンティック、バイロマンティック

と細分化されている（三宅 212）。セクシュアルからアセクシュアルのスペクタクルで

は、「グレイアセクシュアル/グレイセクシュアル（gray-asexual/gray-sexual）」、「デ

ミセクシュアル（demisexual）」が挙げられる。前者は「アセクシュアルとセクシュ

アルの間のある位置で⾃認している⼈」、後者は「情緒的な繋がりができてからのみ性

的惹かれを感じる⼈」という意味が採⽤されており、他には「性的な感情を返される

ことや他者との⾏為を必要としない形で性的に惹かれる」という意味の「リスセクシ

ュアル（lithsexual）など様々である（三宅 211）。ロマンティックからアロマンティ

ックのスペクタクルとして「グレイアロマンティック／グレイロマンティック（gray-

aromantic/gray-romantic）」 や 「デミロ マ ン テ ィ ッ ク （demiromantic）」、「 リ ス ロ

マンティック（lithromantic）」というカテゴリーが存在する（三宅 212）。アセクシ

ュアルとそれに近いカテゴリーの全体を指す「Ace」という略語があり、これとスペ

クトラムを組み合わせて「アセクシュアル・スペクトラム、Ace スペクトラム」と呼
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ぶ。アロマンティックにおいても恋愛的指向に関連する多様なアイデンティティの全

体を「Aro」と呼び、「アロマンティック・スペクトラム、Aro スペクトラム」という

⾔葉も使われている。また Ace と Aro の両⽅のスペクタクルを指す場合には「アロマ

ンティック/アセクシュアル・スペクトラム、Aro/Ace スペクタクル」と呼ぶこともあ

る（三宅 213）。 

アセクシュアルは英語圏と⽇本で⼀般的に使われている定義には違いがある。⽇本

では「アセクシュアル」と「ノンセクシュアル」という⾔葉が⽤いられるが、この場

合のアセクシュアルは、アロマンティックかつアセクシュアルに該当し、ノンセクシ

ュアルは他者に恋愛感情を抱くが、アセクシュアルである⼈を指す（吉岡 62）。 

 

１―２ アセクシュアル・アイデンティティ形成と自認 

 アセクシュアルは主に「性的惹かれをしない」とされるが、AVEN ではアセクシュ

アルを⾃認していることもその定義に含まれている（Hiderl iter 172）。しかし、その

⾃認は容易いことではなく、様々な困難がある。そこで、アセクシュアルがいかにし

て⾃認に⾄るかを、このパートでは、マーク・キャリガンによる先⾏研究で⽰された

発達段階から読み解く。アセクシュアル・アイデンティティの発達段階は「個⼈と周

囲との差異の⾃覚」、「⾃⼰探索、⾃問⾃答」、「⾃⼰明確化」に分けられる。この発達

段階は多くの⽂献で共通していることが分かっている（此下 5）。性的惹かれをしない

というアセクシュアルの概念が理解されない背景には、正常な⼈間ならば他者へ性的

に惹かれるのが当然だという社会規範（松浦 89）という背景がある。まず初めの段階

では、アセクシュアルの⼈は誰もが性的な事柄に興味があるはずだという考えを持つ

周囲の⼈との違いに違和感を抱くことでその差異を⾃覚することに繋がる（Carrigan 

470）。しかし性的に惹かれることが普遍的であるため、周囲との違いを⾃分の経験の

なさや病理的なものだという⾃問⾃答的な考えに⾄ってしまう(Carrigan 471)。そし

てアセクシュアルという概念を知ることで⾃問⾃答から抜け出し、⾃⼰明確化の段階

に達成する（Carrigan 471）。しかし発達段階には個⼈差があり、全ての⼈が同じ発

達段階を経験するわけではない。他⼈に性的関⼼を抱くことを当然だとする社会的な

圧⼒は⾃問⾃答的な考えに⾄らせる場合もあるが、⾃⼰探索の中で他のセクシャリテ

ィやアイデンティティに焦点を当てることも考えられる。 

アセクシュアルの⼈々は「病理化、孤⽴、望まない性交渉と⼈間関係の衝突、認識

の権限(ep istemic  authority)の否定」という４つの悪影響を被ることが⽰されている

(Gupta 138 ;松浦 91 に引⽤)。これらはアセクシュアルを⾃認する妨げになっている。

病理化は、アセクシュアル当事者が⾃⾝の性的関⼼のレベルに満⾜していても、周囲
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から健康的ではないとされ、精神障害のレッテルを貼られることである。アセクシュ

アルは性的欲求低下障害（HSDD）2 と結びつけられてきた（Hinderl iter 167）。しか

し HSDD は専⾨家によって診断され、性的関⼼を回復させる⽬的に対し、アセクシュ

アルは個⼈でラベリングをし、他⼈に性的関⼼を持つための治療は必要ないものとさ

れる。次に孤⽴は、他者に性的関⼼持たないことで、性愛を前提とした主流社会から

疎外されていると感じさせる。また、恋⼈や夫婦関係をはじめとする⼈間関係におい

てセックスが重要なコミュニケーションとされ、望まないセックスによる衝突を起こ

す場合もある。そして認識的権威の否定は、⾃⾝のアセクシュアルであるという認識

を否定されることである。アセクシュアルは他者に性的に惹かれないことで、性愛や

他⼈と性的な関係を結ぶことが前提とされる社会から受ける期待や誤解、偏⾒などの

影響を受けていることが分かった。 
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第２章 アセクシュアルと強制的性愛 

 

 本章で は 、強制的 性 愛 を含むセ ク シ ャ ルノ ー マ テ ィ ビ テ ィ と い う 概 念 を そ の派⽣

元で あ る強制的異性 愛 （ヘテ ロ ノ ー マ テ ィ ビ テ ィ ） と共に整理 し た う えで 、 ア セ ク

シ ュ ア ル男性 が そ う い っ た 社 会規範で葛藤を抱く原因を先⾏研 究 か ら読み解 き 、明

ら か に して い く 。 

 

２―１ 強制的性愛 

詩⼈ア ド リ エ ンヌ・ リ ッ チ が提唱し た 概 念 で あ る強制的異性 愛 は 、⼥性 を異性 愛

制度 に参加さ せ る よ う強制す る規範と実践の制度 で あ る （ Gupta 133 ）。 こ の 概 念

は異性 愛 以外の 性 的 指向を 持 つ同性 愛 者 や両性 愛 者 を 不 可 視 化 して い る 社 会 を批判

して い る が 、 他 者 に 性 愛 を向け る こ と が前提に さ れ 、 性 愛 そ の も の の有無に 関 して

の 議 論 が 不 ⼗ 分 で あ っ た 。強制的異性 愛 だ け で は多様性 の考慮が 不 ⼗ 分 だ っ た ため

に⽣ま れ た 概 念 が強制的 性 愛 で あ る 。 

強制的 性 愛 と は 、⼈は誰し も 他⼈に 性 的 に 惹 か れ る も の で セ ッ ク ス を⾃然に欲し

て い る も の だ と い う前提を無意識に押し つ け て し ま う こ と で あ り 、 現在の ア セ ク シ

ュ ア ル 研 究 で セ ク シ ャ リ テ ィ に お け る 社 会規範と して主流な 概 念 で あ る ( 松 浦

116 ）。  

 エ ラ ・プジ ビ ロ は強制的 性 愛 に つ い て 以 下 の よ う に ま とめて い る 。 

(1) 他 の 関係や接触、 そ の 他 の活動よ り も 性 を優先し 、 (2) ⾃⼰形成と⾃

⼰認識のプロ ジ ェ ク ト に お い て 性 を 中 ⼼ に捉え る 、 (3) セ ッ ク ス を健康に

結びつ け 、 (4) セ ッ ク ス を夫婦関係、 愛 、親密さ に結びつ き と い う セ ク シ

ャ リ テ ィ と セ ッ ク ス を特権化 す る よ う に 機能す る技術 （ Przybylo 185; 松 浦  

90に引⽤） 

を 指 す。 ク ィ ア ・ ス タディ ー ズ の観点 か ら批判さ れ て き た異性 愛規範で は あ る が

( 松 浦  115) 、 ク ィ ア ・ ス タディ ー ズ 内 で も 、⼈が 他⼈に 性 的 に 惹 か れ る も の だ と

い う考え は 未 だ根強く存在して い る 。強制的 性 愛 を はじめと す る セ ク シ ャ ルノ ー マ

テ ィ ビ テ ィ に よ って ア セ ク シ ュ ア ル は 不 可 視 化 さ れ 、プジ ビ ロ が整理 し た よ う に セ

ッ ク ス や 他⼈への 性 的 惹 か れ を し な い こ と を 、 未熟で 不健康と す る こ と で 、 ア セ ク

シ ュ ア ル 当事者 を⼈間と して正常な 状態で な い と思い込んで い る 。 ア セ ク シ ュ ア ル

を 取 り巻く強制的 性 愛 は ア セ ク シ ュ ア ル を⾃認 す る⼈だ け で な く すべて の⼈々の⾏

動を制限す る シ ス テム（ Gupta 134 ） で あ り 、 ア セ ク シ ュ ア ル は ジ ェ ン ダー や セ ク

シ ャ リ テ ィ 、⼈種や障害の 研 究 と も深く 関 わ って い る （ 松 浦  92 ）。  
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ジ ャ ーナリ ス ト の ア ン ジ ェ ラ ・ チ ェ ン の著書で 、 ゲ イ男性 と セ ク シ ャ ルノ ー マ テ

ィ ビ テ ィ の 関 わ り に つ い て 取 り上げて い る 。 

 

 「 シ ン グル の ゲ イ男性 は セ ッ ク ス して い る も の だ と私たちは思い込んで し

ま って い る と思う 」 

 ⼆⼗⼆歳の ゲ イ で あ り な が ら た く さんセ ッ ク ス を し な い の は 、恥ずか し い

こ と だ 。 エ ー ス でホモロ マ ン テ ィ ッ ク の男性 たちは 、 ゲ イ ・コミュ ニ テ ィ に

お け る強制的 性 愛 の せ い で⼆重 に排除さ れ て い る よ う に感じる （ チ ェ ン93） 

 

 こ の著書の 中 で ア ン ジ ェ ラ ・ チ ェ ン の イ ン タ ビ ュ ー に男性 は こ の よ う に話し た 。

ゲ イ で男性 な らば性欲過多に違い な い と い う思い込みも ま た セ ク シ ャ ルノ ー マ テ ィ

ビ テ ィ の１つ で あ る 。 性 的 指向と 恋 愛 指向は別物で あ る が 性 的 指向と 恋 愛 的 指向を

同⼀ 視 して し ま う こ と で 、 エ ー ス でホモロ マ ン テ ィ ッ ク の男性 の よ う に 性 的 指向と

恋 愛 指向が ⼀致し な い存在を 不 可 視 化 して い る 。 こ の場合に周縁化 さ れ て い る の が

ア セ ク シ ュ ア ル だ と い う こ と も強制的 性 愛 が い か に根強い か を読み取 る こ と が出来

る 。 ま た男／⼥の どちら で も な い 性⾃認 を 意 味 す る X ジ ェ ン ダー で ア セ ク シ ュ ア ル

当事者 の朝⽇新聞デジ タ ル が⾏っ た イ ン タ ビ ュ ー で は 

 

男⼥関係の セオリ ー に⾃分 を合わ せ よ う と 、交際に踏み切っ た男性 は 、 「彼⼥」

に な っ た途端キ ス を し た り体を触っ た り して き ま し た 。 「腕の産⽑を そ れ 」 と

⾔ わ れ た り 、料理 や掃除と い っ た 「彼⼥ら し さ 」 を求めら れ た り 。苦し く て も

「 こ れ が 社 会 」 と ⾔ い聞か せ ま し た が 、 半 年 が限界で し た 。 （杢⽥、⽥中 ） 

 

 世の 中 に は男と⼥し か存在して お らず、誰も が異性 愛 の範疇に い る と い う考え は 、

イ ン タ ビ ュ ー の参加者 の よ う な X ジ ェ ン ダー の存在を 不 可 視 化 して い る 。 ま た交際

に⾄っ た時点 で 恋⼈同⼠な らば性 的 な接触を と って も よ い 、むしろそ う す るべき で

あ る と い う よ う な考え は そ の⼈の 持 つ ア セ ク シ ャ リ テ ィ を ⼀切無視 して い る 。 こ う

し た 社 会 の根底に あ る固定概 念 は 、 ア セ ク シ ュ ア ル だ け で な く さ まざま な ジ ェ ン ダ

ー や セ ク シ ャ リ テ ィ の障害と な って い る 。 

 強制的 性 愛 を含むセ ク シ ャ ルノ ー マ テ ィ ビ テ ィ は 社 会 の 中 で作ら れ て い っ た規範

で あ る ため、同じく 社 会 の 中 で形成さ れ た ジ ェ ン ダー バ イ ア ス と絡み合って い る と

考え ら れ る 。 ジ ェ ン ダー バ イ ア ス は 、男性 / ⼥性 は こ う あ るべき と い う固定概 念 で

あ り 、 こ の 性別⼆元論 的思想は両性 の枠に 当 て は ま ら な い⼈たちを 社 会 的 に無視 し
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た 概 念 で あ る 。⼥性 は禁欲的 で純潔で あ るべき と い う考え は 、 他⼈に 性 的 に 惹 か れ

な い ア セ ク シ ュ ア ル と結びつ け ら れ る こ と が多く 、反対 に男性 は常に 性 に 対 してポ

ジ テ ィ ブ で い る こ と が男性 ら し さ と さ れ 、男性 は セ ッ ク ス を よ り多く経験す る こ と

で真の男性 と な り 、男性コミュ ニ テ ィ の 中 で優位に⽴つべき だ と い う固定概 念 が あ

る 。 

こ う し た固定概 念 はミソジ ニ ー を作り出す 要因の 1 つ と も ⾔ え る 。 ア セ ク シ ュ ア

ル男性 は セ ッ ク ス に 関 ⼼ が な い ⼀ ⽅ で 、 イ ン セ ル は セ ッ ク ス に強い 関 ⼼ を 持 って い

る 。 イ ン セ ル （ involuntary celibate, INCEL ） は望ま な い禁欲者 を 意 味 し 、⾃分 と セ ッ

ク ス して く れ な い⼥性 に怒り の⽭先を向け 、⼥性嫌悪や憎悪を ⾼めて い る 。 こ う し

た イ ン セ ル に よ るミソジ ニ ー事件は海外や 国 内 で も起こ って い る 。 2014 年 5 ⽉ 、 ⽶

カ リ フォル ニ ア州の ア イ ラ ビ ス タ で 当時22歳の エ リオッ ト ・ ロ ジ ャ ー容疑者 が銃や

刃物を使って 6 ⼈を殺害、14⼈を負傷さ せ た う えで⾃殺す る と い う事件が起こ っ た

（「 ⾮モテ男⼦が暴発 す るミソジ ニ ー （⼥性嫌悪）無差別テ ロ の恐怖  英で22歳男

が散弾銃で 7 ⼈を殺傷して⾃殺」 2021 ）。 彼は⾃⾝が童貞で あ る こ とへの欲求不満

と⼥性嫌悪に満ちて お り 、 「⼥性 が なぜ、 理想的 で偉⼤ な男性 で あ る⾃分 と セ ッ ク

ス し た が ら な い の か 理 解 で き な い 」 と訴え 、⾃分への 愛 と セ ッ ク ス を 否定し た 社 会

へ復讐と して凶⾏に 及んだ と い う 。 こ の事件を 機 に ロ ジ ャ ー容疑者 を イ ン セ ル のヒ

ー ロ ー と崇める男性 たちが次々と事件を起こ し た 。 ⽇ 本 で もミソジ ニ ー事件が起こ

っ た の は 記憶に新し い 。 2021 年 8 ⽉ 、 ⼩⽥急線の⾞内 で刃物を振り回し た容疑者 が

乗客10⼈にケガを さ せ た と して 、殺⼈未遂で逮捕さ れ た 。容疑者 は 「幸せ そ う な⼥

性 を ⾒ る と殺し た い と思う よ う に な っ た 。誰で も よ か っ た 」 と供述して お り 、 こ の

無差別テ ロ か らミソジ ニ ー と い う ⾔葉は ⽇ 本 で も 広 く 知 ら れ る よ う に な っ た （「 ⼩

⽥急線切り つ け 、逮捕の男「誰で も よ か っ た 」…「幸せ そ う な⼥性 ⾒ る と殺し た い

と 」）。ミソジ ニ ー事件の容疑者 に共通して い る の は 、⼥性 か ら⾃⾝へ関 ⼼ を向け て

も ら え な い こ とへのコンプレ ッ ク ス 、 社 会 に お い て男性 （ で あ る⾃分 ） は⼥性 よ り

優れ て い る に決ま って い る と い う考え を 持 って い る 。 さ ら に⾃分 の存在を 認めな い

「 社 会 」への復讐や 「誰で も 」 よ か っ た と い う供述を述べつ つ も⾃⾝のむしゃく し

ゃと し た苛⽴ちの タ ー ゲッ ト に は⼥性 を選んで お り 、⼥性 に好か れ た い反⾯で⼥性

な ら傷つ け て も構わ な い と い う⼥性蔑視 に⽭盾を感じる 。 イ ン セ ル の こ う し た⾏動

の根底に は セ ク シ ャ ルノ ー マ テ ィ ビ テ ィ が根付い て お り 、男性 に と って⼥性 と の繋

が り は単な る 性 的欲望の 解消に と ど ま らず、⾃⾝を 社 会 の 理想的 な男性へと 近づけ

る ための ス テ ー タ ス の ⼀ つ と ⾒ な さ れ て い る 。男性 な ら⼥性 と付き合っ た り 、 セ ッ

ク ス を し た り と い う こ と が 当 た り前だ と い う⾵潮や、 そ の 社 会 か ら の期待に応え な
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け ればな ら な い と い うプレ ッ シ ャ ー は 、男性 が⾃分 に 関 ⼼ を向け な い⼥性 に敵意 を

抱くミソジ ニ ー を作り出して い る 。殺⼈や加害は到底認めら れ る も の で は な い が 、

こ の強迫観念 の も と で は彼ら も ま た被害者 だ と考え ら れ る 。 

 

２―２ アセクシュアル男性と強制的性愛 

 セ ッ ク ス に 関 ⼼ の な い / 限り な く 低 い ア セ ク シ ュ ア ル 当事者 で あ る男性 は 社 会 に

蔓延して い る男性 性 と⾃⾝の セ ク シ ャ リ テ ィ と の間で葛藤を経験して い る 。プジ ビ

ロ の ア セ ク シ ュ ア ル男性 が抱く葛藤を調査し た先⾏研 究 を⽤い て 、強制的 性 愛 が ア

セ ク シ ュ ア ル男性 を い か に縛って い る か考察す る 。 

 プジ ビ ロ に よ る イ ン タ ビ ュ ー は 2011 年 に２０代前半 か ら３０代半ばの 3 ⼈の ア セ

ク シ ュ ア ル男性 に 対 して 対⾯で⾏わ れ た 。男性 性 と ア セ ク シ ュ ア ル を 研 究 対象と す

る こ と か ら 、男性 で あ る こ と 、 ア セ ク シ ュ ア ル で あ る こ と 、 イ ン タ ビ ュ ー に興味 が

あ る こ と を条件に参加者 を募っ た 。参加者 は そ れぞれ⾃⾝の こ と を 「男性 」、 「男

性 的 な 性 」 と し た が ジ ェ ン ダー と セ ク シ ャ リ テ ィ が明確に区別さ れ る も の で は な い

と して い る 。 ま た 3 ⼈の参加者 は ア セ ク シ ュ ア ル を明確に⾃認 し 、異性 愛 者 で あ る

が 、プジ ビ ロ は こ れ ら を ア セ ク シ ュ ア ル の代表 す る も の と す る 意図は な い と し た

（Przybylo 226 ）。  

 こ の調査か ら明ら か に な っ た こ と は 、参加者 は共通して 、男性 は⾃⾝が セ ク シ ャ

ル で あ る こ と に つ い て 内在的 な圧⼒を抱えて い る と 認識して い る こ と で あ る 。 内在

的 な圧⼒と は 、男性コミュ ニ テ ィ に溶け込み、 他 の男性 と良好な 関係を築く ために 、

性 にポジ テ ィ ブ な姿勢を⽰す必要 が あ る こ と で あ る 。参加者 は セ ッ ク ス や⼥性 に興

味 関 ⼼ を 持 つ こ と が 、男性 性 の ⼀種の ア イデン テ ィ テ ィ と して 機能して い る と い う

認識を 持 つ 。男性コミュ ニ テ ィ 内 に お い て 、 ア セ ク シ ュ ア ル男性 は そ れ ら に興味 を

持 て な い こ と に疎外感を感じた り 、⼥性 を 性 的 に消費す る こ と に 対 し嫌悪感を抱い

た り と い う経験を して い る 。 セ ッ ク ス が 中 ⼼ 化 さ れ た 社 会 で 、 セ ッ ク ス に 関 して そ

れぞれ懐疑的 で あ っ た り 、嫌悪感を抱い た り 、適応し な け ればと い うプレ ッ シ ャ ー

を か け ら れ て い る 。 

 当事者団体で あ る Asexual Community Survey （ ACS ） の 2018 年 の調査で は 、13歳以

上の⼈に 対 し 「⾃分 を ア セ ク シ ュ ア ル ・ スペク ト ラムだ と 認識して い ま す か？」 と

い う質問を⽤意 し 、回答者 15177 ⼈の 中 で 「 は い 」 と答え た 91.1% と 「 わ か ら な い 」

と答え た4.2%の⼈を ACEと し た （ Weis 8 ）。 回答者 の 性⾃認 は⼥性 が 61.1% 、男性

が 13.4％、該当 な し が 24.8％と な って お り 、 ア セ ク シ ュ ア ル を⾃認 す る男性 は⼥性

に⽐べて 少 な い こ と が 分 か る （ Weis 11 ）。 ACS 以外で も ア セ ク シ ュ ア ル の⼈⼝規
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模や特徴を調査し た団体は多く 、 性⾃認 に 関 す る設問を設定して い る場合に は ア セ

ク シ ュ ア ル⾃認⼥性 よ り男性 の 割合は 低 い （ 三 宅  225 ）。 強制的 性 愛 か ら ア セ ク シ

ュ ア ル は⼥性 に結びつ け ら れ る こ と が多い 。強制的 性 愛 に よ り結びつ け ら れ る⼥性

ら し さ と は⼥性 の 性 的欲求が 低 く 、 性 的 に 未熟で あ るべき だ と い う ス テ レオタ イプ

の こ と で あ る 。 ⼀ ⽅ で男性 は 性 に 対 してポジ テ ィ ブ で 、 セ ッ ク ス に お い て常に主導

権を握って い る だろう と い う思い込みが あ り 、男性 が ア セ ク シ ュ ア ル だ と⾃覚ま た

は⾃認 す る こ と の難し さ に繋が って い る の だ と考え ら れ る 。 こ れ こ そ が ア セ ク シ ュ

ア ル男性 の葛藤で あ り 、強制的 性 愛 が ア セ ク シ ュ ア ル 当事者 に⾃分 は ス ト レ ー ト な

の で は な い か と い う疑い を抱か せ る構造を作り出して い る 。参加者 の 中 で も 、結婚

相⼿と の 関係を維持 す る ための セ ッ ク ス や、 他 の男性 に付き合い 、 セ ッ ク ス の相⼿

を探す際に⾃ら の 性 的 関 ⼼ を仰々し く アピー ル す る な ど、男性 性 を誇⽰す る こ と で

⼈間関係や 社 会 的⽴ち位置を保つ ために望ま な い⾏動を と って い る⼈も い る 。 中 に

は⼥性 と 恋 愛 関係に な る こ と を望みつ つ も 、 セ ッ ク ス が期待さ れ る こ と か ら 関係を

築く こ と に つ い て諦めを抱い て い る⼈も ⾒ ら れ た 。 ア セ ク シ ュ ア ル男性 は⾃分 の属

す るコミュ ニ テ ィ 内 で男性 ら し さ を期待さ れ て い る がゆえ に思い悩んで い る の で あ

る 。 

 ア セ ク シ ュ ア ル男性 が 不 可 視 化 さ れ る背景に は 、 セ ッ ク ス が 社 会 の 中 ⼼ で あ る こ

と の 他 に 、⽂化 的 要因も ⾒受け ら れ る 。参加者 の ⼀⼈が そ う い っ た強迫観念 を 「ハ

イパー ・ セ ク シ ャ ル カ ル チ ャ ー 」 と 表 し た （ F 228 ）。 映画や テ レ ビ 、街中 で⽬に

す る 広告な ど に 性 的 、 恋 愛 的 な⽂脈が⽤い ら れ る こ と が 、異性 愛規範を助⻑して い

る 。 

 

２―３ アセクシュアルの社会的認知への提案 

異性 愛規範で⽣き る ア セ ク シ ュ ア ル男性 の葛藤に つ い て 取 り上げた が 、今後ア セ

ク シ ュ ア ル は どの よ う に 認 知 さ れ るべき か 。 そ れ は⾮当事者 の 意識改⾰や 認 知拡⼤

が必須で あ る が 、 そ れ ら の働き か け に は ア セ ク シ ュ ア ル 当事者 の存在も必要 不 可⽋

で あ る と考え る 。 SNS や ウ ェ ブサイ ト な ど多く の⼈が活⽤す る イ ン タ ーネッ ト で ア

セ ク シ ュ ア ル に 関 す る情報を ま とめる こ と や、 ア セ ク シ ュ ア ル に 関 す る イベン ト の

開催で 、 当事者 の講演や 対話で 理 解 を促す と い っ た こ と は 、⾮当事者 や⾃認 に⾄っ

て い な い 当事者 に ア セ ク シ ュ ア ル と い う セ ク シ ャ リ テ ィ の存在を 認 知 さ せ る と い う

点 で は有効な も の だ と考え ら れ る 。 ⼀ ⽅ で 、⾮当事者 が 数 あ る情報の 中 か ら ア セ ク

シ ュ ア ル に 関 す る も の を主体的 に選ばな い限り 、 認 知 に⾄ら な い の で は と い う問題

点 も あ る 。 ま た匿名 / 実名で あ って も 当事者 の経験を必要 と す る こ と か ら 、 そ れ ら
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は 本来か な り私的 な も の で あ る と同時に 、 ア セ ク シ ュ ア ル に偏⾒ を 持 つ⼈か ら加害

を受け る 可能性 も考え ら れ る 。 カミン グア ウ ト は個⼈の選択に よ る も の だ が 、 カミ

ン グア ウ ト を し た 当事者への配慮は ⼗ 分 に さ れ るべき で あ る 。 

そ の 他 に 認 知 を 広める⼿段の ⼀ つ に 、多く の⼈が携わ る メディ ア や エ ン タ ー テ イ

メ ン ト で ア セ ク シ ュ ア ル を 取 り 扱 う こ と が挙げら れ る 。異性 愛 を蔓延さ せ て い る映

画や テ レ ビ 、雑誌を利⽤して ア セ ク シ ュ ア ル を よ り多く の⼈に 知 ら せ る こ と が 可能

な の で は と考え る 。 ま た複数 の ア セ ク シ ュ ア ル 当事者 や 研 究 者 が携わ る必要 性 か ら 、

ア セ ク シ ュ ア ル に つ い て よ り 広 く伝わ る の で は な い だろう か 。 
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第３章 アセクシュアル、アロマンティックとメディア表現 

 

 ⼤衆の関⼼が集まる映画やドラマなどのメディアは、個⼈のアイデンティティの形成や経験
に強い影響⼒を持っている。しかしセクシャリティを取り扱うメディアでは異性愛が中⼼とな
り、アロマンティック・アセクシュアルをはじめ、セクシャルマイノリティの表象は⼗分では
ないのが現状である。それについて福⽥委千代は「メディアにおける性愛の表象」というテー
マを含んだ『セクシャリティの戦後史』(⼩⼭、⾚枝、今⽥)の書評でこう述べている。 
 

異性とつきあうこと，異性と性関係をもつこと，異性と結婚することは，誰からも何も
教わらず，「⾃然に」⾏われるものではなく，⼤量の知識が動員されつつ，「⾃然なこと」
として構築されていくものなのである。（福⽥ 56） 
 

異性愛を主題にする、またはそれらを内包する作品は異性愛規範の社会を作り上げた。異性愛
を「⾃然なこと」として社会に構築させたメディアは、異性愛に当てはまらないセクシャリテ
ィを周縁化し、現在に⾄るまでその認知を遅らせる要因を作り出している。 

本章では、アロマンティック・アセクシュアルが主題となっている作品を扱い、アロマンテ
ィック・アセクシュアルのアイデンティティと当事者に向けられる偏⾒の表現を分析し、メデ
ィア表現がどのようにアロマンティック・アセクシュアルの社会的な認識に影響するのか考察
していく。扱う作品は『恋せぬふたり』（2022）、『そばかす』（2022）、『今夜すきやきだよ』
（2023）の 3 作品である。これらは全てアロマンティック・アセクシュアル当事者や研究者の
監修が⼊っている。この 3 作品に共通しているのは、アロマンティク・アセクシュアルという
マイノリティに属するキャラクターがメインに据えられていることであり、彼らの⽇常⽣活と
それに付随するマイクロアグレッションを描いていることである。さらに〈同居〉というセー
フスペースも描かれている。本章でのセーフスペースとは、強制的性愛な社会でアロマンティ
ック・アセクシュアルがその⼈のアイデンティティを阻害されない空間を指す。3作品では、セ
ーフスペースとアロマンティック・アセクシュアルがどのように関わるのかをそれぞれ別⾓度
で描いている。 

 
３―１ 『そばかす』（2022） 

 この作品は他⼈に恋愛感情や性的関⼼を抱かない⼥性が周囲と関わりながら⾃分⾃⾝と向き
合う姿を描いた⻑篇映画である。主⼈公の蘇畑佳純はコールセンターに勤める３０歳であり、
他⼈に恋愛感情や性的関⼼を抱いたことがないアロマンティック・アセクシュアルとして描か
れている。佳純は妹の結婚と妊娠により⺟親からプレッシャーをかけられ、無断でお⾒合いを
セッティングされてしまう。しかしお⾒合い相⼿の男性は結婚よりも友達付き合いの関係を望
んでいた。 
佳純はアロマンティック・アセクシュアルというセクシャルマイノリティであるが故に周囲
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から疎外されてしまう孤独感や、佳純⾃⾝のセクシャリティを友⼈や家族に理解されない葛藤
を抱いている。例えば、佳純は友⼈に連れられた飲み会で男性の好きな仕草やこれまでどんな
デートをしてきたのかを聞かれ、その場の雰囲気を崩さないようにありきたりな回答をする。
恋⼈を作ろうとしない佳純に対し、結婚することが幸せだと考える⺟親が佳純に無断でセッテ
ィングをする。これらはマイクロアグレッションに当たる。 
異性愛規範に囚われた⼈の視点では、飲み会などの男⼥が集まる場所でのこうした質問はそ

の場を盛り上げるための楽しい会話であり、結婚を催促するのは娘の幸せを願う⺟親の思いや
りであり、そこに⼀切の悪意は込められていない。しかし主⼈公の佳純の視点に⽴つことで、
彼らの思いやりが煩わしいものになり、異性愛規範に囚われた⼈からアロマンティック・アセ
クシュアルに対しての無理解が浮き彫りになっている。こうした無理解が作中何度も佳純に降
りかかるが、彼⼥は異性愛を前提とする⼈、またその⼈との関わりに対し強い嫌悪感を表に出
すことはなかった。怒りを露わにした場⾯も⾒られるがそれは望まないお⾒合いを無断で決め
た⺟親の⾝勝⼿な⾏動に対してである。佳純は⾃分の性的指向を周囲が理解することに期待し
ていないことが読み取れる。 
佳純のお⾒合い相⼿の男性は結婚相⼿より友達を求めており、意気投合した⼆⼈は恋愛抜き

の付き合いを重ねていた。しかし⼆⼈で過ごすうちに佳純に親愛を感じた男性は佳純にキスを
しようとし、⾃分の恋愛感情を打ち明けた。恋愛感情抜きで信頼していた男性からの突然の⾏
動に困惑する佳純だが、男性は佳純と過ごすうちに感じた居⼼地の良さを恋愛感情と捉え、佳
純も⾃分と同じ気持ちを抱いているはずだと思っていた。佳純は他⼈に恋愛感情や性的関⼼を
持たないと正直に伝えるが、⾃分の告⽩を断るための嘘に違いないと受け⼊れられることはな
かった。男⼥が共に過ごす中で⽣まれた感情を恋愛感情と決めつけてしまうのは、強制的性愛
の考えのもとで他⼈に恋愛感情や性的関⼼を抱かない⼈が存在することを想像することが難し
く、異性愛範疇を越える⼈（本作品ではアロマンティック・アセクシュアル）が現われた際に
当事者からのカミングアウトを虚⾔だと受け流したり、その⼈を否定したりしてしまう。佳純
のお⾒合い相⼿の男性が佳純の恋愛的/性的指向を受け⼊れられなかったことにはこういった背
景がある。アロマンティック・アセクシュアルが世間に浸透していないマイノリティの⼀つと
されるのは、強制的性愛が⼀つの原因である。 
佳純は⾃分が恋愛や結婚に興味関⼼がないことを積極的に伝えるどころか理解されないと諦
めているような描かれ⽅をしてきた。ここまでを『そばかす』の前半とすると、後半からは同
級⽣であった真帆との出会いをきっかけに⾃分のセクシャリティに向き合おうと奮闘する様⼦
が描かれる。 
職場をコールセンターから学童へ変えた佳純は⼦供たちのデジタル紙芝居を作ってほしいと
頼まれ、シンデレラの物語を作ることになる。佳純の⼿伝いで参加していた真帆は、王⼦に選
ばれることでシンデレラが幸せを⼿に⼊れるという男性中⼼的な内容に怒りを露わにし、その
考えに共感した佳純は恋愛感情も性欲もないことをカミングアウトする。真帆は佳純のような
シンデレラを書くことを提案し、アロマンティックで⾃分の意志を持ったシンデレラを作り上
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げた。児童とその保護者をはじめ多くの⼈が紙芝居を⾒に来ていたが、⾃分の知っている内容
と違うと気付いた⼤⼈達のざわつきに恐怖を感じた佳純は途中で⽌めてしまう。 
作中、シンデレラは誰もが知っている異性愛の物語であり、結婚（権⼒を持った男性に選ば

れること）が⼥性にとっての幸せであるという認知が前提で描かれている。そのため佳純が作
ったシンデレラは彼らから異質なものと受け取られてしまった。この反応を受けて、佳純は結
末を⾒せることなく中断してしまうが、この⾏動はマイノリティがマジョリティに⽴ち向かっ
ていくことがいかに勇気のいることかを⽰している。アロマンティック・アセクシュアルな佳
純が、マジョリティの異性愛な結末のシンデレラがスタンダードであるという主張を理解し、
⾃らの主張を萎縮せざるを得ない状況にあるのは、強制的性愛の中で佳純のようなマイノリテ
ィの⼈が存在する余地がないことの表れである。 

ここまで⺟親や友⼈、周囲の⼈々など、佳純のセクシャリティを理解しない⼈がいる⼀⽅で、
真帆は佳純にとっての理解者として描かれる。佳純は真帆に⼀緒に住むことを提案し、真帆も
同意するが、同居が具体的になると真帆から⼀緒に住むことはできないと断られてしまう。理
由は昔付き合っていた⼈とよりを戻し、結婚することになったからである。 

アロマンティック・アセクシュアルは他⼈に恋愛感情や性的欲求を抱かない（抱きづらい）
ことから、誰とも恋愛・結婚をしないのなら⽣涯孤独でいなくてはならないのだろうか。当然
そんなことはないが、佳純は⺟親から男性と結婚することを望まれているように、⼥性である
佳純がお⾒合い相⼿として宛がわれたのは男性で、 恋愛・結婚の相⼿は異性でなくてはい
けない制約があるかのように強制的異性愛が垣間⾒える。⼀緒に暮らす相⼿は必ずしも異性や、
恋愛・結婚で結ばれた相⼿でなければならないということはない。しかし佳純と真帆のように、
⼀⽅がアロマンティック・アセクシュアルで、もう⼀⽅がヘテロロマンティック・ヘテロセク
シャルでは、⽣涯を共にするパートナーになることが難しい。ヘテロロマンティック・ヘテロ
セクシャルの全員が結婚するものではないが、真帆は結婚を選び、佳純との同居を拒否したの
ではなく、⾃動的に真帆にとって友⼈であり同性の佳純と暮らすという選択肢がなくなっただ
けにも取れる。佳純は友⼈として真帆の結婚を⼼から祝福していて、真帆も結婚式での友⼈代
表のスピーチを佳純に頼んでいるため、⼆⼈の関係が絶たれたわけではない。佳純と真帆は同
居には⾄らなかったが、アロマンティック・アセクシュアルではない⼈と暮らすということは、
その⼈の⼈⽣に結婚という選択肢が⾒えるまでの期間限定の暮らしである。恋愛や結婚が⼈⽣
の選択肢として存在しないアロマンティック・アセクシュアルにとって、結婚を祝福すること
が嫌なのではなく、結婚を肯定することで幸せを⼀般化し、その⼀般化された幸せの中に⾃分
が存在しない、することがないことによって疎外されることを望まないということである。 

アロマンティック・アセクシュアルに限らず、幸せは誰かに決められるものではないし、幸
せの形は⼈それぞれにある。しかしセクシャルノーマティビティの中では未だに恋愛や結婚が
全員にとっての幸せだと捉える⼈がいる。作中で佳純のシンデレラの結末が最後まで明かされ
なかったのは、佳純作のシンデレラの結末＝全てのアロマンティック・アセクシュアルにとっ
て幸せという構図を避け、フィクションの物語としての、あらゆるアロマンティック・アセク
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シュアルの幸せを模索する必要がある現状を表しているからだろう。『そばかす』の結末は、佳
純のシンデレラを最後まで観た同僚の「⾃分と同じことを考えている⼈がどこかにいる、それ
だけでいいやと思えた」というセリフで、佳純と同じことを考えている⼈が同じように存在し
ていることに気づくところで終わる。佳純は⾃⾝のセクシャリティを否定も肯定もされてきた。
ただ同じ⽬線で物事を捉える他⼈との出会いがなかったことで、マイノリティの孤独を感じて
きた。しかし些細なきっかけが、アロマンティック・アセクシュアルである佳純は孤独ではな
いことに気付かせた。他⼈とすぐ触れ合える距離で⽣きることが全てではなく、⾃分と同じ考
えの⼈間が当たり前に⽣きていることを知った佳純の晴れ晴れとした表情は、アロマンティッ
ク・アセクシュアルを主⼈公とした作品の終わり⽅の⼀つを⽰している。 
『そばかす』は作中で「アロマンティック・アセクシュアル」という⾔葉を⽤いずに、「恋愛
感情も性的関⼼も抱かない」⼈として佳純を描き、定義付けすることでセクシャリティを明確
化することを避けている。これは監督の⽟⽥真也がインタビューで⾔及している。 

 
名前をつけてしまうことで、輪郭がはっきりしてわかりやすくなると同時に、そこから削
ぎ落とされる部分も出てくると感じたんです。削ぎ落とされた部分も、その⼈の⼀部なの
に。（安達） 
 

セクシャルマイノリティを扱う作品は、本来ターゲットとして含まれるはずの当事者を置き去
りにすることが度々⾒られる。例えば『怪物』(2023)はセクシャルマイノリティを扱う作品で
あるが、是枝監督は「LGBTQ に特化した作品ではない」とし、それでいてクィア・パルム賞
を辞退しなかったことに疑問を持たれている（「映画『怪物』はなぜ性的マイノリティを描きな
がら不可視化したのか。映画製作の構造的な問題を考える」2023）。しかし『そばかす』では
「アロマンティック・アセクシュアル」という⾔葉が出されなかったが、監督や制作者である
メディア側が、アロマンティック・アセクシュアル当事者に意識を向け、セクシャルマイノリ
ティを扱っている。あえて定義しなかったのは、セクシャリティのグラデーションに配慮した
ためであり、多様なアイデンティティを持つアロマンティック・アセクシュアルの存在を肯定
している。 
 
３―２ 『恋せぬふたり』（2022） 

この作品は、他⼈に恋愛感情や性的欲求を抱くことのないアロマンティク・アセクシュアル
の男⼥が同居をはじめ、周囲の⼈達にアロマンティック・アセクシュアルの認知や関わり⽅に
影響を与えていくドラマである。恋愛感情が分からない主⼈公の兒⽟咲⼦は、結婚を急かす⺟
親・さくらからのプレッシャーに耐えられず実家を出て親友の千鶴とルームシェアを決めるが、
元彼とよりを戻すことを理由に断られてしまう。咲⼦はそこではじめて⾃分がアロマンティッ
ク・アセクシュアルであることを⾃認し、⾃認のきっかけとなったサイトの運営主、⾼橋⽻と
出会う。ルームシェアもなくなり、実家にも戻りづらい咲⼦は同じセクシャリティである⾼橋
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に同居を提案し、「家族（仮）」としての⼆⼈の⽣活が始まった。 
『そばかす』では異なる恋愛的指向、性的指向を持つ主⼈公とその友⼈の間では実現するこ

とがなかった同居だが、『恋せぬふたり』は同居が物語の軸となっている。アロマンティック・
アセクシュアルの男⼥同⼠での同居が、恋愛⾄上主義な社会でどのような意味を持つのか注⽬
したい。 

「家族（仮）」として同居を始めた咲⼦と⾼橋がこの同居によって得られるものは、周囲のマ
イクロアグレッションからの回避である。⾼橋は独り⾝でいることを決⼼しているにも関わら
ず、周囲の⼈に何度もお⾒合いを勧められる。余計なお世話だと思っていても⾼橋を思いやっ
た純粋な好意でもあるため、無碍にできない状況に辟易していたが、咲⼦との同居は、不本意
ながら異性愛者を装うことで、差別を受けずに済む環境を作ったのである。⼀⽅、咲⼦は⾃分
のセクシャリティと⾼橋との関係を隠し、恋⼈同⼠と偽ってさくらに紹介することでぎくしゃ
くしていた家族関係を丸く収めようとした。同居は⾼橋と咲⼦が独り⾝でいることから受けて
きた異性愛規範のマイクロアグレッションをなくすことに繋がったが、これらには⾼橋と咲⼦
⾃⾝が異性愛者として振る舞う、周りに異性愛者だと認知してもらうことが前提となっている。
そして⾼橋と咲⼦がアロマンティック・アセクシュアルとして⽣きるには、周囲の⼈からのセ
クシャリティへの理解と配慮が⼗分ではないことが分かる。⾼橋を恋⼈として家族に紹介した
咲⼦は、家族から⾼橋へのデリカシーのない発⾔に怒りを感じ、⾃分のセクシャリティと、⾼
橋との「家族（仮）」の関係を吐露する。これを受けた家族は、咲⼦のアロマンティック・アセ
クシュアルというアイデンティティと、恋愛関係にない男性と同居していることを否定する。
この反応からアロマンティック・アセクシュアルの認知度の低さと、恋愛関係にある男⼥を健
全とするような考えが根強いことが分かる。異性愛規範の強い作中で恋愛もセックスも伴わな
い新しい関係に⾃分たちの居場所を⾒いだすことから始まったこの「家族（仮）」という関係は、
周囲から到底受け⼊れられたものではないというような反応を伴って描かれているが、この描
写はアロマンティック・アセクシュアルを周縁化する異性愛規範に基づいた社会構造を映した
ものであることを⽰している。主⼈公を通して当事者だけでなく⾮当事者がこの世界を⾒るこ
とで、どのような関係であってもその関係に性愛を持ち込むことに違和感を抱くことができる
ようになっているのではないかと考えられる。 
 作中登場するキャラクターのほとんどが初めは咲⼦と⾼橋に対し偏⾒を抱えているが、回を
重なるごとにゆっくりとその考え⽅は変化していく。咲⼦の同僚で元交際者であるカズは咲⼦
に対して未練があり、⾼橋との関係を何度説明しても聞く⽿を持たず、恋愛関係にあると決め
つけていた。咲⼦の妹・みのりや⺟・さくらもまた、家族（仮）の関係を受け⼊れることがで
きず、咲⼦のカミングアウトに対しても信じられないといった様⼦を露わにした。しかしカズ
は咲⼦を理解したい⼀⼼で、アセクシュアルについて書かれた本に⼤量の付箋をつけながら読
み込むなど、彼なりに咲⼦や⾼橋のセクシャリティを⾃分の価値観に加えていく様⼦が分かる。
妊娠中の妹のみのりは、結婚や妊娠を経験したことのない咲⼦を⾒下した発⾔をしていたが、
急な破⽔から出産まで咲⼦が⽴ち会い⽀えてくれたことから、⾃分の発⾔を省みるようになる。



110 
 

またカミングアウトの⼀件からみのりの出産まで会うことがなかったさくらと再会を果たした
際に、さくらは咲⼦に対して未だに結婚して⼦供を持ってほしいと思っていることを認めた上
で、⾃分が選ばなかった恋愛抜きの幸せを掴んでほしいと伝える。このキャラクターたちのさ
まざまな変化から当事者に対する歩み寄り⽅に正解はないことが読み取れる描き⽅である。ま
たマジョリティがマイノリティに対する意識を変えていくのは簡単ではないということが物語
を通して読み取れる。理解しようとしてできるものでもなく、理解に⾄るには⻑い時間をかけ
たり、ふとしたことがきっかけになったりとさまざまな要因があることをカズやみのり、さく
らを通して描いている。 
 異性愛規範の中でそれに疑いを持たずに⽣きてきた⼈たちが他⼈に恋愛感情や性的関⼼を抱
かない⼈を受け⼊れられない/受け⼊れるという表現は、異性愛者中⼼社会の表現であるが、ア
ロマンティック・アセクシュアルは最近になって⽣まれた概念などではなく、ずっとそこに存
在していたものが周縁化されてきたという前提を踏まえることが必要である。 
 最終話では⾼橋は転職をきっかけに家を出ることになるが、咲⼦は⾼橋の家に住み続ける。
居⼼地の良さをお互いに感じていたが、⾼橋は同居を解消することで「家族（仮）」でなくなる
のではと考えていたが、咲⼦はそれを否定し、関係に拘らずに常に⾃分たちにとってベストな
関係を考えていこうと提案する。離れていても共に⽣きていくことができるといった、⼆⼈だ
けの幸せの形を⾒つけ、物語を締めくくった。 

本作品の脚本家である吉⽥恵⾥⾹はインタビューで語っている。  
 

ドラマのテーマとして、「⾃分の幸せは⾃分で決めていい。誰にも⽂句を⾔われるもので
はない」を⽬指しました。「恋愛」は幸せの象徴として語られがちですが、そうじゃない
⼈もいる。「恋愛がすべてじゃない」ということは絶対に⾔いたかったんです。（「『恋せ
ぬふたり』脚本家・吉⽥恵⾥⾹インタビュー 「知って、気づいて、直す」ことが世の
中の理解につながるのではないか」2022） 

 
作中の咲⼦と⾼橋が家族ではなくあえて「家族（仮）」という⾔葉を使っているのも、ステレオ
タイプな幸せの象徴に（仮）という⾔葉をつけるだけで別の道がよりベストなら道を変えても
いいというメッセージである。⼆⼈の同居は、異性愛規範から疎外されたアロマンティック・
アセクシュアルを従来の家族の形に当てはめず、「家族（仮）」として作り上げられ、咲⼦と⾼
橋にとって誰に阻害されることのないセーフスペースとなっていった。そこからさらに「家族
（仮）」という⼆⼈の中の固定概念すら乗り越えることで、⾃分にとって安⼼できる場所、⼈と
の間に名前をつけなくてもその関係は変わらないことを表している。これは同居を経たことで
⼆⼈が得た気づきであり、それらは周囲の⼈々にも影響している。⼆⼈の同居から始まり、だ
んだんと彼らの⽣活の⾵通しがよりよくなっていく様⼦は、⾒えないセクシャリティとして⾃
⼰主張を遮られてきたアロマンティック・アセクシュアル当事者と、これまで他⼈に対して⾃
⾝の固定概念を押しつけたことのある⼈などさまざまな登場⼈物に影響を与えたのではと考え
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る。 
『そばかす』では明確に定義することを避けた「アロマンティック・アセクシュアル」だが、
『恋せぬふたり』では「アロマンティック・アセクシュアル」を主⼈公たちのセクシャリティ
として定義している。これはアロマンティック・アセクシュアルがセクシャルマイノリティと
して広く認知の必要があるからである。作中でも⾮当事者がアロマンティック・アセクシュア
ルを知ることで、無意識による差別を改めていく様⼦が描かれたように、「アロマンティック・
アセクシュアル」という⾔葉を⾮当事者に知らせることが当事者に向けられるマイクロアグレ
ッションをなくしていくことに繋がると考えられる。また本作では咲⼦が家族に向けて⾃⾝の
カミングアウトをした際に、⾼橋に了承を得ずに彼のセクシャリティを公にしてしまう。セク
シャリティに関して、当事者に断りなく第三者へ話してしまうことをアウティングという。ア
ウティングによって話が広まり、当事者が第三者から⼼ない⾔葉を投げかけられることで、そ
の⾔葉に傷付き、多くの⼈に知られていることが苦痛になる（⽥中 116）。マイクロアグレッシ
ョンと合わせて、セクシャリティへの知識がないことから起こる無意識の⾏動が当事者のアイ
デンティティを傷つける⾏為であることを説明している。本作品での定義は主に⾮当事者に向
けられたものであるが、当事者が不可視化されているわけではない。第 3 話で咲⼦の性体験に
ついて語られるが、冒頭で「ドラマ内で性的な接触があります」といった忠告が⼊る。アロマ
ンティック・アセクシュアルには他⼈に恋愛感情や性的関⼼を抱かない、抱きづらいという特
徴があるが、中には性的な事柄に対して無関⼼でいる⼈もいれば、嫌悪感を抱く⼈も存在する。
『恋せぬふたり』はアロマンティック・アセクシュアルを定義化しつつ、セクシャリティをグ
ラデーションで捉えている。 
 
３―３ 『今夜すきやきだよ』(2023) 

『今夜すきやきだよ』は、他⼈に恋愛感情を抱かないアロマンティックの⼥性と恋愛体質の
⼥性が、セクシャリティやジェンダーロールなどのさまざまな問題に⽴ち向かう姿を⾷卓を通
して描いた漫画作品とそれを原作としたドラマ作品である。ここではドラマ作品を取り上げる。
絵本作家のともこは、家事が得意だが恋愛や結婚に興味のないアロマンティックである。内装
デザイナーのあいこは結婚観願望が強く、仕事はできるが家事が得意ではない。⼆⼈は⾼校の
同級⽣の結婚式で再会したことをきっかけに⼆⼈暮らしを始める。 
 この作品は『恋せぬふたり』の咲⼦と⾼橋のように同じ恋愛的指向、性的指向を持つ者同⼠
ではなく、『そばかす』の佳純と真帆に近い関係ではあるが、利害の⼀致により同居を成⽴させ
ている。さらにあいこの異性愛が、ともこのアロマンティックを軽視することのない構成にな
っている。 
 ともことあいこの同居は、異性愛規範を伴わない共助を⽬的とした⽣活である。ともこは周
囲の⼈々からマイクロアグレッションを受けつつも、前の 2 作と違ってその差別から逃れたい
ために同居したのではない。またあいこは作中で恋⼈と結婚するが、これがきっかけで同居が
解消されることはなかった。ともこは家事、あいこは⾦銭と住いの提供といった明確な役割が
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あり、利害の⼀致で成⽴したこの関係は共⽣の関係といえる。ここでの共⽣とは、共に同じ所
で⽣活すること、異種の⽣物が、相互に作⽤し合う状態で⽣活することを指す（「共⽣」デジタ
ル⼤辞泉）。どちらか⼀⽅が家庭を守り、もう⼀⽅が外で働くというのは従来の家族の在り⽅に
沿っているものの性別的役割によるものではない。ここでの性別的役割は、⼥性は家庭に従属
するべきというステレオタイプを指しており、家事ができないあいこは性別的役割の観点から
⾒たときにそのステレオタイプから外れている。家事が得意なともこは家庭的な⼥性像として
映るが、異性愛を前提とした社会におけるセクシャルマイノリティに属している。この同居は
求められるステレオタイプから逸脱した、セクシャリティに基づく従属関係とは無縁な⼆⼈に
とってセーフスペースとなっている。 
 アロマンティックのともこは、ただ家事が好きで得意であるということを結婚や⺟親に結び
つけられてきた。 
 

友⼈. 普通に結婚すればいいじゃん 
親戚. 良いお⺟さんになるよ（第 1話 00:04:42-00:04:55） 
 

回想で登場したこれらのセリフはマイクロアグレッションに該当する。家事能⼒は良い妻、良
い⺟親であるために⾝につけるものではない。男が外で働き、⼥が家を守るという男⼥の結婚
を前提とした⼀昔前の常識は今でも残っている。⼈⽣の選択肢のうちの⼀つである結婚が、誰
にとっても当たり前になっていることがマイノリティへの些細な攻撃に繋がっている。 
アロマンティックを扱う本作品において、異性愛者のあいこというキャラクターは⾮当事者の

視点から、マイノリティに対する向き合い⽅を学ぶことができる重要な存在である。異性に恋
愛感情を抱くあいこはマジョリティに属していて、マイノリティに対しては良くも悪くも無関
⼼でいるように思う。それはともこからのカミングアウトに対する反応から⾒てとれる。あい
こはアロマンティックの存在を⾃分の中で咀嚼していた。カミングアウトされた側の反応はこ
れまでに取り上げた『そばかす』『恋せぬふたり』でも描かれ、それらの⼤半は理解できないも
のに対する露⾻な拒絶反応だった。アロマンティック・アセクシュアル当事者を否定せず、対
等な関係でいられるキャラクターは当事者にとって特別な存在であることが 3 作品で強調され
ている。『今夜すきやきだよ』では⼆⼈暮らしが主題にあるため、カミングアウトの場⾯で拒絶
反応や不等な関係性が描かれることはない。ここでの不等な関係とは＜受け⼊れる/受け⼊れな
い＞や＜認める/認めない＞等といった、受け⼿側に選択の権利がある状況を指し、そこには多
数派と少数派の認知の差が無意識に表れている。カミングアウトをされたときの反応に正解は
ないが、本作品のあいこの態度は⼀つの例を⽰した 
 ともことあいこの暮らしは、あいこの結婚や出産など、異性愛の物語に回収されない。2 ⼈
の間には⼈⽣の選択肢の中に結婚が含まれるかどうかという違いがある。あいこが交際者と短
期間の同棲を決め、ともこは祝福したい気持ちと 2 ⼈での同居が解消されることに寂しさを感
じていた。あいこは交際者との同棲で感じた息苦しさと、ともことの暮らしにある居⼼地の良
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さを⽐べてしまう。⼆⼈の根底には、結婚した⼆⼈は⼀つの家に住み、共に⽣活をしていくも
のだという固定観念がある。『そばかす』で佳純と真帆の同居が成⽴しなかった理由は、異性愛
者である真帆が結婚によって佳純とではなく結婚相⼿と暮らすことになったからである。しか
しともことあいこの同居が結婚を理由に解消されなかったのは、この固定観念に疑問を持つこ
とで⾃分たちにとっての最善策を模索したことにある。『今夜すき焼きだよ』はアロマンティッ
クを扱うだけでなく、ジェンダーステレオタイプなどの問題に⽴ち向かう作品である。元より
あいこは結婚に家事能⼒を求められることに嫌悪感があり、⼥性が苗字を変えたり、妻に夫の
ケアを求められたりといったジェンダーロールに当てはめられることに疑問を持っていた。そ
のため交際者との⽣活も従来のステレオタイプに当てはめようとして交際者とすれ違いが多く
なっていった。あいこと交際者は⽣活スタイルや価値観が異なることを認め、良い関係を維持
するために別居婚を決めた。また、結婚するあいこを送り出そうとするともこの葛藤を描きつ
つ、アロマンティックであるともこがあいこの結婚によって除外されない物語となった。婚約
者との結びつきの強さを重要視することは否定されないし、間違ったことではない。しかし必
ずしも全員がそう考える必要があるわけではない。同じく異性愛者との同居について触れてい
る『そばかす』も結婚が悪のように描かれているのではない。結婚で道が分かれることの寂し
さをアロマンティック・アセクシュアルが感じる孤独の⼀つとして描いている。『今夜すきやき
だよ』ではあいことともこのように、交際者との結婚とともことの同居が 2 つに 1 つではない
こと描くことで、アロマンティックが異性愛にかき消されない物語となった。 

本作品も『恋せぬふたり』同様に「アロマンティック」がともこのカミングアウトの際に使
われる。物語冒頭にともこの恋愛的指向を提⽰することで、アロマンティックが作品の⼟台と
して機能していることを表している。これについて作品プロデューサーの本間かなみのインタ
ビューから引⽤する。 

 
セクシュアリティにフォーカスが当たるエピソードもありますが、[ともこのアロマン
ティックを]アイデンティティの⼀部として描くようなアプローチで作品を作っていこ
うと思いました。（⼩林） 
 

これは、アロマンティックというマイノリティが不可視化されている現状を描きつつ、アロマ
ンティック⼥性の何気ない⽇常を写すことにフォーカスすることで当事者に寄り添った作品を
作り上げたのだと考える。そのためアロマンティックへの配慮を作品の⾄る所で⾒ることがで
きる。異性愛者のあいこがいながら彼⼥の周りで起こりうる性的接触は描写されることはない。
また作中でのあいこの結婚や出産の過程で起こっただろうドラマをあえて描かず、さらっと済
ませている。キスやセックスなどの性的な接触や結婚などの異性愛描写は、従来のメディア作
品において物語の盛り上がりや、重要なシーンとして扱われてきた。本作品で異性愛描写がそ
の扱いを受けないのは、物語のベースにアロマンティックが存在するからである。他⼈に恋愛
感情や性的関⼼を抱かない⼈達にとって、強調された異性愛描写は蛇⾜だと感じられる。同作
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品では異性愛を強調することも否定することもなく、アロマンティックにとって違和感のない
表現に留めている。『今夜すきやきだよ』は、ともことあいこの共⽣によってアロマンティック
と異性愛者の共存が可能であることを⽰し、メディア表現に希望を⾒いだすことができること
を伝えている。 

3 作品に登場するアロマンティック・アセクシュアルはそれぞれ恋愛や結婚を前提としたコ
ミュニケーションに溶け込むことができないといった背景がある。異性愛規範のもとでアロマ
ンティック・アセクシュアルは孤独な⼈と⾒なされたが、同居を通して恋愛や性的接触の伴わ
ない新しい形の家族を形成した。『恋せぬふたり』と『今夜すきやきだよ』の結末では同居を解
消し、それぞれの⾃⽴に繋がっていく。孤独とされてきたアロマンティック・アセクシュアル
が⾃分と同じ考えを持つ⼈や⾃分を肯定してくれる存在に出会ったことで、精神的に⾃⽴し、
同居に拘る必要がなくなったことを指す。『そばかす』では同居に⾄らなかったが、同居が選択
肢として存在したことが重要であり、佳純と同じ考えを持つ⼈との出会いで精神的⾃⽴に繋が
っている。⼀⼈で暮らすこと、誰かと暮らすことは、セクシャリティに影響されるものではな
く、誰にとっても⾃由に選択ができるものである。3 作品は共にどれを選んでも良いことを⽰
している。 

「アロマンティック・アセクシュアル」という⾔葉に関して、作品によって、定義する/しな
い、という⾔葉の扱い⽅はそれぞれが異なる。これはどちらの表現がより正しいかということ
ではなく、定義して存在を知らせることも、あえて存在をぼやかすことも、どちらも当事者に
とって意義のあるものである。アロマンティック・アセクシュアルは未だ認知の必要がある恋
愛的指向や性的指向であるため、多様な描き⽅を模索することが求められる。そして今後メデ
ィアには、アロマンティック・アセクシュアルというジャンルではなく、あらゆるジャンルで
その存在が当たり前に組み込まれていくような展開が必要とされる。 
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結論 

 

 本論⽂の⽬的は、アロマンティック・アセクシュアルのアイデンティティに着⽬し、強制的
性愛からなるセクシャルノーマティビティやメディア表現がアロマンティック・アセクシュア
ル当事者や⾮当事者に与える影響を明らかにすることで、社会的な理解増進を⽬指すことであ
る。研究⽅法は、アセクシュアル男性に焦点を当てたインタビューを⾏ったプジビロの先⾏研
究を⽤いて、強制的性愛から⽣じる当事者の⽣きづらさを分析した。さらにメディア表現にお
いては『そばかす』、『恋せぬふたり』、『今夜すきやきだよ』の三作品を⽐較し、アロマンティ
ック・アセクシュアルの表象と同居から得られる＜セーフスペース＞との関わりと、メディア
表現が社会的認知に与える影響について考察した。その結果、他者に性的に惹かれないアセク
シュアルが抱える⽣きづらさの要因である強制的性愛には、異性愛を前提とした社会規範や性
別にまつわるステレオタイプな役割といった背景があり、それらがアセクシュアル・アイデン
ティティの確⽴の妨げになっていることが分かった。そして⽐較した三作品に共通する＜セー
フスペース＞は、アロマンティック・アセクシュアルが異性愛規範から⽇常的に受けるマイク
ロアグレッションの存在を浮き彫りにさせ、当事者がそれを脅威に感じずに済む安全な場所と
して描かれた。そしてメディア表現において、三作品は共通して同居で結末を迎えなかった。
これはアロマンティック・アセクシュアルをステレオタイプから解き放ち、⼀⼈暮らしや同居
といった⽣活の選択を描くことで、アロマンティック・アセクシュアルの表現における多様性
を⽰したと考えられる。こういったメディア表現は、社会的にアロマンティック・アセクシュ
アルの認知と理解を深める⼀つの⼿段になると考えられる。 
最後に、本論⽂に残された課題について。それは⾃⾝によるインタビューを実施できなかっ

たことにある。本論⽂では主に先⾏研究を活⽤したが、アロマンティック・アセクシュアル当
事者にインタビューを⾏うことで、アロマンティック・アセクシュアルが置かれている現状へ
の理解が深まると同時に、当事者の経験から研究の具体性がさらに増すものだと考えられる。  
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注 

1. 2001 年にデイヴィッド・ジェイにより設⽴された AVENは当初アセクシュアルの⼈を「どち
らの性にも性的魅⼒を感じない⼈」と定義していた。 

2. 精神疾患の診断・統計マニュアルであるDSM（Diagnostic and Statistical Manual of Mental 
Disorders）の診断名である。 
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